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 はじめに                                        

この度は、ピグトロニクスの“SPL・インフィニティー・ルーパー“をご購入頂きまして、誠にあり

がとうございます。このペダルは足元で操作できる「デジタルマルチトラックテープレコーダー」の

ようなものです。他のループペダルのような難しい操作を避け、直感的な操作ができるようにしてい

ます。優れたデータ処理で、どのアクションでもレイテンシーは 1ms 以内。ハイファイ 24 ビット 48kHz

でレコーディングができます。すべてのループオーディオは搭載されているメモリーカードに保存さ

れ、本体表の USB ポートを経由して PC へもアクセスでき、双方へ信号を送ることできます。また、こ

のような最新デジタルプラットフォームだけではなく、優れたヘッドルームやデジタルによる歪みを

抑えるトランジスターサーキットを利用したアナログイン/アウトにより、大きな信号レベルでもクリ

アなオーディオを出力することができます。 

“SPL・インフィニティー・ルーパー“の革新的な機能として”SYNC MULTI”があります。これはLoop2

の長さをLoop1の2倍、3倍、4倍、6倍に設定ができます。最初のループの長さを気にすることなく、ミ

ュージシャンにメロディーやハーモニーの生成を容易にすることでしょう。シリーズ/パラレルループ、

ループオーディオ用のAUX出力、そして同時にいくつかの楽器をループレコーディングするためのイン

プットを備え、無限の音作りを可能とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 クイックスタートガイド                                 

1. 

・本体の電源を入れると、プリセット「0」が表示されます。 

・マスターボリュームを 3 時の位置に、両方のループボリュームを 12 時のポジションに設定します。 

・“LOOP 1”のスイッチを踏むと録音できます。（最初は必ず LOOP 1 に録音しなければなりません。） 

・“LOOP 1”のスイッチをもう一度踏む（2 回目）と録音が終了され、プレイバックが再生されます。 

・“LOOP 1”のスイッチをもう一度踏む（3 回目）と LOOP 1 にオーバーダブの録音ができます。 

・“LOOP 1”のスイッチをもう一度踏む（4 回目）と録音が終了され、プレイバックが再生されます。 

・“STOP”のスイッチを踏むとプレイバックが終了します。 

・プレイバックをもう一度開始するには“LOOP 1”のスイッチを踏みます。 

 

2. 

・LOOP2 を録音準備状態にするには、”LOOP2”のスイッチを踏みます。ARM LED が点灯し、次の LOOP

サイクルに達すると、自動で録音が始まります。 

・LOOP2 は LOOP サイクルの開始で録音が始まり、LOOP サイクルが終了すると同時に自動的に終了され

ます。 

・“LOOP2”のスイッチをもう一度踏む（2 回目）と LOOP2 にオーバーダブできます。 

・“LOOP 2”のスイッチをもう一度踏む（3 回目）とオーバーダブの録音が終了します。 

・“STOP”のスイッチを踏むと両方の LOOP のプレイバックが終了します。 

・“LOOP 1”のスイッチをもう一度踏むと LOOP 1 に新たなオーバーダブの録音ができます。 

・“LOOP 1”のスイッチをもう一度踏むとオーバーダブの録音が終了します。 

・“STOP”のスイッチを踏むと両方の LOOP のプレイバックが終了します。 

・“STOP”のスイッチを長く踏むと両方の LOOP が削除されます。 

 

3. 

・“SERIES LOOPS”スイッチを押して SERIES モードに切り替えます。 

・“LOOP 1”フットスイッチを踏むと録音できます。（最初は必ず LOOP 1 に録音しなければなりません。） 

・“LOOP 1”フットスイッチをもう一度踏むと録音が終了され、プレイバックが開始されます。 

・“LOOP 2”フットスイッチを踏みます。これで LOOP1 録音が終了し、LOOP2 に録音を開始されます。 

・“LOOP 1”フットスイッチを踏むと LOOP2 の録音を停止し、LOOP1 からプレイバックを開始されます。 

・STOP フットスイッチを踏むと両 LOOP のプレイバックが終了します。 

・STOP フットスイッチを長く踏むと両 LOOP を削除されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 コントロール                                     

1.STOP MODE 

ALL モードと ARM モードの切り替えを行います。ALL モードの時、STOP スイッチを踏むと両方のループ

が止まり、長押しすると両方のループを削除します。ARM モードの時、STOP スイッチを踏むと動作状

態のループだけ止まり、長押しすると動作状態のループだけ削除されます。 

 

2.INPUT SPRIT 

このボタンが OFF の時、インプット 1、インプット 2 の信号がどちらも録音され、このボタンが ON の

時、LOOP1 はインプット 1 から、LOOP2 はインプット 2 からの信号を録音します。 

 

3.SERIES LOOPS 

このボタンを押すと SERIES モードに切り替わります。 

 

4.SYNC MULTI 

SYNC MULTI が ON の時、2つのループの長さはシンクロされます。LOOP1 で最初の長さが決められ、LOOP2

のスイッチを踏むとそのサイクルが終わるまで点滅して待機状態となり、サイクルのスタートから録

音が自動的に開始されます。LOOP2 で録音するサイクルを 1、2、3、4、6 倍で選ぶことができます。 

 

5.データセーブ 

データをセーブする時は、STOP スイッチを踏んだ状態で PRESET ノブを回し、記録したいバンクを選ん

で 1 秒間 PRESET ノブを押します。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


